
七

谷 

徹
教
授　

略
歴　

主
要
著
書
・
論
文
目
録

谷 

徹
教
授　

略
歴　

主
要
著
書
・
論
文
目
録

略　
　

歴

一
九
五
四
年
五
月　

愛
知
県
一
宮
市
に
生
ま
れ
る

一
九
七
三
年
三
月　

愛
知
県
立
旭
丘
高
等
学
校
卒
業

一
九
七
三
年
四
月　

慶
應
義
塾
大
学
文
学
部
入
学

一
九
七
七
年
三
月　

慶
應
義
塾
大
学
文
学
部
哲
学
科
倫
理
学
専
攻
卒
業

一
九
七
七
年
四
月　

慶
応
義
塾
大
学
大
学
院
文
学
研
究
科
哲
学
専
攻
修
士
課
程
入
学

一
九
八
〇
年
三
月　

同
大
学
大
学
院
同
研
究
科
同
課
程
修
了

一
九
八
〇
年
四
月　

慶
応
義
塾
大
学
大
学
院
文
学
研
究
科
哲
学
専
攻
博
士
課
程
入
学

一
九
八
五
年
三
月　

同
大
学
大
学
院
同
研
究
科
同
課
程
単
位
取
得
退
学

一
九
八
五
年
四
月　

日
本
学
術
振
興
会
奨
励
研
究
員
・
哲
学
（
一
九
八
六
年
三
月
ま
で
）

一
九
八
六
年
四
月　

九
州
歯
科
大
学
歯
学
部
講
師
（
一
九
九
四
年
三
月
ま
で
）

一
九
八
九
年
八
月　

  

ヴ
ッ
パ
ー
タ
ー
ル
大
学
（B

ergisch
e U

n
iversität - G

esam
th

och
sch

u
le W

u
ppertal

）
研
究
滞
在
・
ド
イ
ツ
連
邦
共
和
国
ノ
ル
ト
ラ
イ
ン
・
ヴ
ェ
ス

ト
フ
ァ
ー
レ
ン
州
ハ
イ
ン
リ
ヒ
・
ヘ
ル
ツ
基
金
奨
学
金
受
給
（
一
九
九
〇
年
八
月
ま
で
）

一
九
九
四
年
四
月　

城
西
大
学
女
子
短
期
大
学
部
助
教
授
（
一
九
九
六
年
三
月
ま
で
）

一
九
九
六
年
四
月　

城
西
国
際
大
学
人
文
学
部
助
教
授
（
二
〇
〇
三
年
三
月
ま
で
）

二
〇
〇
三
年
四
月　

立
命
館
大
学
文
学
部
教
授

二
〇
〇
八
年
九
月　

  

ウ
ィ
ー
ン
大
学
（U

n
iversität W

ien

）
研
究
滞
在
、
カ
レ
ル
大
学
（U

n
iverzita K

arlova

）
研
究
滞
在
・
エ
ラ
ス
ム
ス
・
ム
ン
ド
ゥ
ス
奨
学
金
受
給

（
二
〇
〇
九
年
九
月
ま
で
）

二
〇
〇
九
年
四
月　

立
命
館
大
学
・
間
文
化
現
象
学
研
究
セ
ン
タ
ー
長
就
任
（
二
〇
一
九
年
三
月
ま
で
）

二
〇
一
一
年
四
月　

立
命
館
大
学
文
学
研
究
科
研
究
科
長
（
二
〇
一
二
年
三
月
ま
で
）

二
〇
一
四
年
九
月　

ウ
ィ
ー
ン
大
学
（U

n
iversität W

ien

）
研
究
滞
在
（
二
〇
一
五
年
三
月
ま
で
）

二
〇
二
〇
年
三
月　

立
命
館
大
学
を
定
年
退
職



八

《
主
要
著
訳
書
お
よ
び
論
文
》

Ⅰ　

著
書

単
著

『
意
識
の
自
然

―
現
象
学
の
可
能
性
を
拓
く

―
』、
勁
草
書
房
、
一
九
九
八
年
一
〇
月

『
こ
れ
が
現
象
学
だ
』、
講
談
社
、
二
〇
〇
二
年
一
一
月

編
著

『
暴
力
と
人
間
存
在
』、
筑
摩
書
房
、
二
〇
〇
八
年
八
月

『
間
文
化
性
の
哲
学
』（
立
命
館
大
学
文
学
部
企
画
叢
書
01
）、
文
理
閣
、
二
〇
一
四
年
八
月

共
編
著

『
他
者
の
現
象
学
Ⅲ

―
哲
学
と
精
神
医
学
の
臨
界

―
』、
北
斗
出
版
、
二
〇
〇
四
年
一
月

『
文
化
に
お
け
る
〈
時
間
〉

―
日
独
文
化
研
究
所
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム

―
』、
燈
影
舎
、
二
〇
一
〇
年
七
月

A
u

fn
ah

m
e u

n
d

 A
n

tw
ort: P

h
än

om
en

ologie in
 Japan

 B
d

. I,
（O

rbis P
h

aen
om

en
ologicu

s, P
erspektiven

 B
d

.23

）, K
ön

igsh
au

sen
 &

 N
eu

m
an

n
, 

二
〇
一
一
年

四
月

共
著

『
現
象
学
と
解
釈
学
』、
世
界
書
院
、
一
九
八
八
年
一
二
月

『
現
象
学
の
現
在
』、
世
界
思
想
社
、
一
九
八
九
年
六
月　

『
現
象
学 

―
越
境
の
現
在

―
』（『
情
況
』
別
冊
）、
情
況
出
版
、
一
九
九
二
年
九
月

『
他
者
の
現
象
学
Ⅱ
』、
北
斗
出
版
、
一
九
九
二
年
一
〇
月

『
プ
ラ
ク
シ
ス
の
現
象
学
』、
世
界
書
院
、
一
九
九
三
年
七
月　
　

『
岩
波
講
座 

現
代
思
想 

6　

現
象
学
運
動
』、
岩
波
書
店
、
一
九
九
三
年
一
一
月

『
西
洋
哲
学
史

―
理
性
の
運
命
と
可
能
性

―
』、
昭
和
堂
、
一
九
九
四
年
四
月　



九

谷 

徹
教
授　

略
歴　

主
要
著
書
・
論
文
目
録

『
歴
史
の
現
象
学
』、
世
界
書
院
、
一
九
九
六
年
九
月

『
東
方
文
化
的
現
代
承
諾
』（
中
国
語
訳
・
侯
洪
亮
）、
沈
陽
出
版
社
、
一
九
九
七
年
七
月

『
生
命
論
へ
の
視
座
』、
大
明
堂
、
一
九
九
八
年
一
月

S
elf-aw

aren
ess, T

em
porality, an

d
 A

lterity, K
lu

w
er A

cadem
ic P

u
blish

ers, 

一
九
九
八
年
六
月

『
快
の
行
動
科
学
』、
朝
倉
書
店
、
一
九
九
八
年
九
月

P
h

än
om

en
ologie d

er N
atu

r, P
h

än
om

en
ologisch

e F
orsch

u
n

gen
: S

on
d

erban
d

, V
erlag K

arl A
lber, 

一
九
九
九
年
一
二
月

『〈
哲
学
〉

―
〈
知
〉
の
新
た
な
展
開
』、
ミ
ネ
ル
ヴ
ァ
書
房
、
一
九
九
九
年
七
月　

『
感
覚

―
世
界
の
境
界
線

―
』、
白
菁
社
、
一
九
九
九
年
一
一
月　

『
西
洋
哲
学
史
の
再
構
築
に
向
け
て
』、
昭
和
堂
、
二
〇
〇
〇
年
四
月

『
哲
学
的
時
代
課
題
』（
中
国
語
訳
・
陳
継
東
、
校
閲
・
卞
崇
道
）、
沈
陽
出
版
社
、
二
〇
〇
〇
年
四
月　
　

『
講
座 

生
命 2000 vol.4

』、
河
合
文
化
教
育
研
究
所
、
二
〇
〇
〇
年
五
月

『〈
対
話
〉
に
立
つ
ハ
イ
デ
ッ
ガ
ー
』、
理
想
社
、
二
〇
〇
〇
年
一
二
月

『
講
座 

生
命 2001 vol.5

』、
河
合
文
化
教
育
研
究
所
、
二
〇
〇
一
年
八
月

『
媒
体
性
の
現
象
学
』、
青
土
社
、
二
〇
〇
二
年
七
月

P
h

en
om

en
ological A

pproach
es to M

oral P
h

ilosoph
y, A

 H
an

d
book, K

lu
w

er A
cadem

ic P
u

blish
ers, 

二
〇
〇
二
年
八
月

D
ie ersch

ein
en

d
e W

elt, F
estsch

rift fü
r K

lau
s H

eld
, D

u
n

cker &
 H

u
m

blot G
m

bH
, 

二
〇
〇
二
年
一
一
月

『
知
の
教
科
書　

ヘ
ー
ゲ
ル
』、
講
談
社
、
二
〇
〇
四
年
三
月

『
講
座 

生
命 2004 vol.7

』、
河
合
文
化
教
育
研
究
所
、
二
〇
〇
四
年
一
二
月

P
h

än
om

en
ologie u

n
d

 G
ew

alt, K
ön

igsh
au

sen
 &

 N
eu

m
an

n
, 

二
〇
〇
五
年
一
〇
月

『
現
代
の
哲
学

―
西
洋
哲
学
史
二
千
六
百
年
の
視
野
よ
り

―
』、
昭
和
堂
、
二
〇
〇
五
年
一
一
月

L
eben

 als P
h

än
om

en
, K

ön
igsh

au
sen

 &
 N

eu
m

an
n

, 

二
〇
〇
六
年
五
月

『
西
洋
哲
学
史
観
の
再
構
築
試
論
』、
昭
和
堂
、
二
〇
〇
七
年
一
〇
月

『
道
の
手
帖　

ハ
イ
デ
ガ
ー
』、
河
出
書
房
新
社
、
二
〇
〇
九
年
三
月

H
an

d
book of P

h
en

om
en

ological A
esth

etics, S
prin

ger, 

二
〇
〇
九
年
一
二
月

A
d

van
cin

g P
h

en
om

en
ology, E

ssays in
 H

on
or of L

ester E
m

bree, S
prin

ger, 

二
〇
一
〇
年
一
一
月

『
空
間
と
時
間
の
病
理

―
臨
床
哲
学
の
諸
相

―
』、
河
合
文
化
教
育
研
究
所
、
二
〇
一
一
年
一
月



一
〇

S
tu

d
ien

 zu
r W

eltgesch
ich

te d
es D

en
ken

s, D
en

ktrad
ition

en
 – n

eu
 en

td
eckt, B

d
. 2, K

u
ltu

relle Id
en

tität u
n

d
 S

elbstbild
, A

u
fkläru

n
g u

n
d

 M
od

ern
e in

 

Japan
 u

n
d

 D
eu

tsch
lan

d
, L

IT
 V

erlag, 

二
〇
一
一
年
三
月

『
応
用
哲
学
を
学
ぶ
人
の
た
め
に
』、
世
界
思
想
社
、
二
〇
一
一
年
五
月

G
lobalisieru

n
g d

es D
en

ken
s in

 O
st u

n
d

 W
est, V

erlag T
rau

gott B
au

tz G
m

bH
, 

二
〇
一
一
年
一
二
月

H
u

sserl's Id
een

, S
prin

ger, 

二
〇
一
三
年
五
月

F
igu

ren
 d

er T
ran

szen
d

en
z, K

ön
igh

au
sen

 &
 N

eu
m

an
n

, 

二
〇
一
四
年
五
月

『〈
生
と
死
〉　

日
独
文
化
研
究
所
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
』、
こ
ぶ
し
書
房
、
二
〇
一
四
年
七
月

『
臨
床
哲
学
と
は
何
か　

臨
床
哲
学
の
諸
相
』、
河
合
文
化
教
育
研
究
所
、
二
〇
一
五
年
一
月

L
eib, O

rt, G
efü

h
l, P

erspektiven
 d

er räu
m

lich
en

 E
rfah

ru
n

g, V
erlag K

arl A
lber, 

二
〇
一
五
年
四
月

K
on

texte d
es L

eiblich
en

, V
erlag T

rau
gott B

au
tz G

m
bH

, 

二
〇
一
六
年
七
月

『
生
命
と
死
の
あ
い
だ　

臨
床
哲
学
の
諸
相
』、
河
合
文
化
教
育
研
究
所
、
二
〇
一
七
年
一
月

P
h

ilosoph
ie im

 gegen
w

ärtigen
 Japan

, IU
D

IC
IU

M
 V

erlag G
m

bH
, 

二
〇
一
七
年
一
月

『
人
称
を
め
ぐ
っ
て　

臨
床
哲
学
の
諸
相
』、
河
合
文
化
教
育
研
究
所
、
二
〇
一
九
年
一
月

L
eben

d
igkeit d

er P
h

än
om

en
ologie – T

rad
ition

 u
n

d
 E

rn
eu

eru
n

g, V
itality of P

h
en

om
en

ology – T
rad

ition
 an

d
 R

en
ew

al, V
erlag T

rau
gott B

au
tz 

G
m

bH
, 

二
〇
一
九
年
三
月 

T
h

e O
xford

 H
an

d
book of JA

P
A

N
E

S
E

 P
H

IL
O

S
O

P
H

Y, O
xford U

n
iversity P

ress, 

二
〇
一
九
年
九
月

『〈
言
葉
〉

―
日
独
文
化
研
究
所
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム

―
』、
こ
ぶ
し
書
房
、
二
〇
一
九
年
一
〇
月

Ⅱ　

事
典
（
分
担
執
筆
）

『
現
象
学
事
典
』、
弘
文
堂
、
一
九
九
四
年
三
月　

『
哲
学
・
思
想
事
典
』、
岩
波
書
店
、
一
九
九
八
年
三
月

『
政
治
学
事
典
』、
弘
文
堂
、
二
〇
〇
〇
年
一
一
月

『
事
典　

哲
学
の
木
』、
講
談
社
、
二
〇
〇
二
年
三
月

R
ou

tled
ge E

n
cycloped

ia of P
h

ilosoph
y, R

ou
tledge

（
オ
ン
ラ
イ
ン
出
版
）、
二
〇
一
五
年
四
月



一
一

谷 

徹
教
授　

略
歴　

主
要
著
書
・
論
文
目
録

Ⅲ　

論
文

「
フ
ッ
サ
ー
ル
晩
年
の
遺
稿
に
お
け
る
他
者
理
論
の
展
開
」、『
哲
学
』
第
74
集
（
三
田
哲
学
会
）、
一
九
八
二
年
五
月

「
現
象
学
的
反
省
と
超
越
論
的
言
語
」、『
哲
学
』
第
75
集
（
三
田
哲
学
会
）、
一
九
八
二
年
一
二
月　

「
フ
ッ
サ
ー
ル
の
人
格
概
念
」、『
倫
理
学
年
報
』
第
33
集
（
日
本
倫
理
学
会
）、
一
九
八
四
年
三
月　

「
非
主
題
的
意
識
」、『
理
想
』N

o.612

、
一
九
八
四
年
五
月

「
キ
ネ
ス
テ
ー
ゼ
意
識
と
相
互
主
観
性
」、『
哲
学
』
第
80
集
（
三
田
哲
学
会
）、
一
九
八
五
年
五
月　

"L
ife an

d th
e L

ife-w
orld", in

 H
u

sserl S
tu

d
ies 3, 

一
九
八
六
年
九
月 　

「
隠
れ
た
る
自
然

―
現
象
学
と
非
現
前
の
思
惟

―
」、『
現
象
学
年
報
』
4
号
、
一
九
八
八
年
一
一
月　

"H
eim

at u
n

d das F
rem

de", in
 H

u
sserl S

tu
d

ies 9, 

一
九
九
三
年
六
月

「
他
者
の
精
神
医
学
と
他
者
の
現
象
学
」、『
福
岡
行
動
医
学
雑
誌
』V
ol.2 N

r.1

、
一
九
九
四
年
七
月

"P
h

en
om

en
ology an

d In
tercu

ltu
rality" =

「
現
象
学
と
間
文
化
性
」in

 IIA
S

 R
eports N

o.1995-003, 

一
九
九
五
年
一
二
月

「
フ
ッ
サ
ー
ル
現
象
学
と
目
的
論
」、『
現
象
学
年
報
』
11
号
、
一
九
九
六
年
一
月

"In
qu

iry in
to th

e I, disclosedn
ess an

d self-con
sciou

sn
ess – H

u
sserl, H

eidegger, N
ish

ida –", in
 C

on
tin

en
tal P

h
ilosoph

y R
eview

 31,

一
九
九
八
年
一
一
月

「
現
象
学
と
形
而
上
学
」、『
思
索
』
第
32
号
、
一
九
九
九
年
九
月

「
フ
ッ
サ
ー
ル
現
象
学　

可
能
性
の
現
在
」、『
思
想
』N

o.916

、
二
〇
〇
〇
年
一
〇
月

「
生
と
死
の
現
象
学
」、『
現
代
思
想
』
総
特
集
「
現
象
学　

知
と
生
命
」vol.29-17

、
二
〇
〇
一
年
一
二
月

「
現
象
学
と
経
験
の
不
可
能
性
の
条
件
」、『
フ
ッ
サ
ー
ル
研
究
』
創
刊
号
：
平
成
14
年
度
科
学
研
究
費
補
助
金
研
究
成
果
報
告
書
、
二
〇
〇
三
年
三
月

「
現
象
学
の
冒
険
」、『
立
命
館
哲
学
』
第
15
集
、
二
〇
〇
四
年
三
月

「
間
（
柄
）
の
可
能
性
の
条
件
」、『
日
本
の
哲
学　

第
6
号

―
特
集　

自
己
・
他
者
・
間
柄

―
』、
二
〇
〇
五
年
一
二
月

"»K
lin

isch
e P

h
ilosoph

ie« u
n

d das Z
w

isch
en

", in
 psych

o-logik 1, 

二
〇
〇
六
年
四
月

「
暴
力
論
の
基
礎
考
察
」、『
暴
力
と
人
間
存
在
の
関
わ
り
に
つ
い
て
の
理
論
的
お
よ
び
実
証
的
な
全
体
研
究
』
平
成
19
年
度
科
学
研
究
費
補
助
金
研
究
成
果
報
告
書
、
二
〇
〇
八
年

三
月

「
危
機
と
／
の
意
味
」、『
文
明
と
哲
学
』
日
独
文
化
研
究
所
年
報
創
刊
号
、
二
〇
〇
八
年
一
一
月

"T
h

e ego, th
e O

th
er an

d th
e prim

al fact"

（tran
slated by M

atth
ew

 M
organ

）, in
 C

on
tin

en
tal P

h
ilosoph

y R
eview

 volu
m

e 41, 

二
〇
〇
八
年
一
二
月

「
遭
遇
と
現
象

―
方
法
の
問
題

―
」、『
文
明
と
哲
学
』
日
独
文
化
研
究
所
年
報
第
2
号
、
二
〇
〇
九
年
一
一
月



一
二

「
現
象
学
と
間
文
化
性
」、『
現
代
思
想
』vol.37-16

、
二
〇
〇
九
年
一
二
月

"P
h

en
om

en
ologija in

 kriza in
terku

ltu
rn

osti"

（tran
slated by P

revedel A
leš K

ošar

）in
 P

h
ain

om
en

a, X
V

III/70-71, 

二
〇
〇
九
年
一
一
月

「
文
明
・
文
化
と
言
語
」、『
文
明
と
哲
学
』
日
独
文
化
研
究
所
年
報
第
3
号
、
二
〇
一
〇
年
一
一
月

「
身
体
と
混
血
」、『
西
田
哲
学
会
年
報
』
第
8
号
、
二
〇
一
一
年
七
月

「
危
機
に
お
け
る
生
と
生
活
世
界
」（
講
演
原
稿“L

ife an
d th

e L
ife-w

orld in
 C

risis”

の
邦
訳
・
加
筆
版
）、『
立
命
館
文
学
』
第
６
２
５
号
、
二
〇
一
二
年
二
月

"K
u

ltu
r-L

eben
-W

elt: P
h

än
om

en
ologisch

e G
ru

n
dbegriffe zw

isch
en

 O
st u

n
d W

est"

、『
文
部
科
学
省
科
学
研
究
費
補
助
金　

基
盤
研
究
（
B
）「
多
極
化
す
る
現
象

学
の
新
世
代
組
織
形
成
と
連
動
し
た
「
間
文
化
現
象
学
」
の
研
究
」
研
究
成
果
報
告
書
（
２
０
０
８
年
度

－

２
０
１
１
年
度
）』、
二
〇
一
二
年
三
月

「
文
化-

生
命-

世
界
：
東
西
方
之
間
現
象
学
的
基
本
概
念
」（
中
国
語
訳
：
鄭
闢
瑞
）、『
中
国
現
象
学
与
哲
学
評
論　

第
十
二
輯　

現
象
学
：
歴
史
与
現
状
』、
二
〇
一
二
年
三
月

「
ト
ラ
ウ
マ
と
再
生
」、『
文
明
と
哲
学
』
日
独
文
化
研
究
所
年
報
4
号
、
二
〇
一
二
年
六
月　

「
あ
た
わ
ざ
る
死
」、『
文
明
と
哲
学
』
日
独
文
化
研
究
所
年
報
4
号
、
二
〇
一
二
年
六
月　

「
つ
ま
ら
な
い
・
話
」、『
文
明
と
哲
学
』
日
独
文
化
研
究
所
年
報
4
号
、
二
〇
一
二
年
六
月

"T
rau

m
a, C

ivilization
, R

eprodu
ction

", in
 In

vestigacion
es F

en
om

en
ológicas, 

二
〇
一
二
年
九
月

「
文
明
・
文
化
と
「
一
」」、『
文
明
と
哲
学
』
日
独
文
化
研
究
所
年
報
5
号
、
二
〇
一
三
年
五
月

"F
en

om
en

ologoziran
je ku

ltu
re"

（tran
slated by R

obert S
im

on
i

）in
 P

h
ain

om
en

a X
X

II/86-87, 

二
〇
一
四
年
三
月

「
文
明
・
文
化
と
「
二
」」、『
文
明
と
哲
学
』
日
独
文
化
研
究
所
年
報
6
号
、
二
〇
一
四
年
三
月

"P
h

än
om

en
alisieru

n
g der K

u
ltu

r", in
 In

tern
ation

al Yearbook for H
erm

en
eu

tics

（In
tern

ation
ales Jah

rbu
ch

 fü
r H

erm
en

eu
tik

）
二
〇
一
四
年
七
月

「
文
明
・
文
化
と
「
三
」」、『
文
明
と
哲
学
』
日
独
文
化
研
究
所
年
報
7
号
、
二
〇
一
五
年
四
月

「「
あ
わ
い
」
と
現
象
学
」、『
情
況
』
第
四
期
四
巻
6
号
、
二
〇
一
五
年
八
月

"Japan
ese P

h
en

om
en

ology", in
 O

xford
 H

an
d

book O
n

lin
e, h

ttp://w
w

w
.oxfordh

an
dbookon

lin
e.com

/ 

二
〇
一
五
年
九
月

「
文
明
・
文
化
と
「
四
」」、『
文
明
と
哲
学
』
日
独
文
化
研
究
所
年
報
8
号
、
二
〇
一
六
年
三
月

「
あ
い
だ
で
あ
う

―
生
命
の
実
在
？
」、『
現
代
思
想
』
11
月
臨
時
増
刊
号vol.44-20
、
二
〇
一
六
年
一
〇
月　

「
文
明
・
文
化
と
「
五
」」、『
文
明
と
哲
学
』
日
独
文
化
研
究
所
年
報
9
号
、
二
〇
一
七
年
三
月

"B
ody, L

an
gu

age an
d M

ediality", in
 Yearbook for E

astern
 an

d
 W

estern
 P

h
ilosoph

y 2017/2, 

二
〇
一
七
年
一
一
月

「
文
明
・
文
化
と
「
零
」」、『
文
明
と
哲
学
』
日
独
文
化
研
究
所
年
報
10
号
、
二
〇
一
八
年
三
月

「
文
明
・
文
化
と
「
数
」」、『
文
明
と
哲
学
』
日
独
文
化
研
究
所
年
報
11
号
、
二
〇
一
九
年
三
月



一
三

谷 

徹
教
授　

略
歴　

主
要
著
書
・
論
文
目
録

Ⅳ　

翻
訳

《
単
行
本
に
お
け
る
翻
訳
》

単
訳

『
世
界
と
し
て
の
夢

―
夢
の
存
在
論
と
現
象
学

―
』、
デ
ト
レ
フ
・
フ
ォ
ン
・
ウ
ス
ラ
ー
著
、
法
政
大
学
出
版
局
、
一
九
九
〇
年
一
二
月

『
ブ
リ
タ
ニ
カ
草
稿

―
現
象
学
の
核
心

―
』、
エ
ト
ム
ン
ト
・
フ
ッ
サ
ー
ル
著
、
ち
く
ま
学
芸
文
庫
、
二
〇
〇
四
年
二
月

『
内
的
時
間
意
識
の
現
象
学
』、
エ
ト
ム
ン
ト
・
フ
ッ
サ
ー
ル
著
、
ち
く
ま
学
芸
文
庫
、
二
〇
一
六
年
一
二
月

共
訳

『
認
知
と
言
語
』、
エ
ル
マ
ー
・
ホ
ー
レ
ン
シ
ュ
タ
イ
ン
著
、
産
業
図
書
、
一
九
八
四
年
七
月　

『
生
き
生
き
し
た
現
在
』、
ク
ラ
ウ
ス
・
ヘ
ル
ト
著
、
北
斗
出
版
、
一
九
八
八
年
一
二
年
／
一
九
九
七
年
九
月
（
新
装
版
）

『
諸
科
学
の
機
能
と
人
間
の
意
義
』、
エ
ン
ツ
ォ
・
パ
ー
チ
著
、
法
政
大
学
出
版
局
、
一
九
九
一
年
七
月　
　

『
マ
ル
ク
ス
主
義
と
全
体
性
』、
マ
ー
テ
ィ
ン
・
ジ
ェ
イ
著
、
国
文
社
、
一
九
九
三
年
六
月

『
手
す
り
な
き
思
考

―
現
代
思
想
の
倫
理
・
政
治
的
地
平

―
』、
リ
チ
ャ
ー
ド
・
J
・
バ
ー
ン
ス
タ
イ
ン
著
、
産
業
図
書
、
一
九
九
七
年
一
〇
月

『
暴
力
の
屈
折

―
記
憶
と
視
覚
の
力
学

―
』、
マ
ー
テ
ィ
ン
・
ジ
ェ
イ
著
、
岩
波
書
店
、
二
〇
〇
四
年
九
月

『
デ
リ
ダ
、
脱
構
築
を
語
る
』、
ジ
ャ
ッ
ク
・
デ
リ
ダ
、
ポ
ー
ル
・
パ
ッ
ト
ン
、
テ
リ
ー
・
ス
ミ
ス
編
、
岩
波
書
店
、
二
〇
〇
五
年
一
〇
月

『
マ
イ
ン
ド
・
ク
エ
ス
ト

―
意
識
の
ミ
ス
テ
リ
ー

―
』、
ダ
ン
・
ロ
イ
ド
著
、
講
談
社
、
二
〇
〇
六
年
一
一
月

《
学
術
誌
・
専
門
誌
等
に
お
け
る
翻
訳
》

単
訳

「
有
機
体
論
と
言
語
論
」、
フ
レ
デ
リ
ッ
ク
・
バ
ー
ウ
ィ
ッ
ク
著
、『
現
代
思
想
』vol.21-08
、
一
九
九
三
年
七
月

「
ベ
ン
ヤ
ミ
ン
、
記
憶
、
第
一
次
世
界
大
戦
」、
マ
ー
テ
ィ
ン
・
ジ
ェ
イ
著
、『
思
想
』N

r.926
、
二
〇
〇
一
年
九
月

「
影
の
国

―
時
間
・
生
・
死
を
め
ぐ
る
フ
ッ
サ
ー
ル
と
ハ
イ
デ
ガ
ー
の
対
話

―
」、
ハ
ン
ス
・
ラ
イ
ナ
ー
・
ゼ
ッ
プ
著
、『
現
代
思
想
』
総
特
集
「
現
象
学　

知
と
生
命
」vol.29-

17

、
二
〇
〇
一
年
一
二
月

「
個
体
化
の
時
間
性
と
、
形
相
的
洞
察
の
射
程
」、
ア
ン
ソ
ニ
ー
・
J
・
ス
タ
イ
ン
ボ
ッ
ク
著
、『
フ
ッ
サ
ー
ル
研
究
』
創
刊
号
：
平
成
14
年
度
科
学
研
究
費
補
助
金
研
究
成
果
報
告

書
、
二
〇
〇
三
年
三
月



一
四

「
生
：
内
部-

外
部
」、
ハ
ン
ス
・
ラ
イ
ナ
ー
・
ゼ
ッ
プ
著
、『
フ
ッ
サ
ー
ル
研
究
』
第
4
／
5
号
：
平
成
18
年
度
科
学
研
究
費
補
助
金
資
料
集
、
二
〇
〇
七
年
三
月

共
訳

「
ポ
ス
ト
構
造
主
義
の
挑
戦
」、
マ
ー
テ
ィ
ン
・
ジ
ェ
イ
著
、『
現
代
思
想
の
饗
宴
』、
一
九
八
六
年
三
月

「
ま
な
ざ
し
の
帝
国
に
て

―
フ
ー
コ
ー
と
二
〇
世
紀
の
フ
ラ
ン
ス
思
想
に
お
け
る
視
覚
の
名
誉
剥
奪

―
」、
マ
ー
テ
ィ
ン
・
ジ
ェ
イ
著
、『
現
代
思
想
』vol.15-3

、
一
九
八
七

年
三
月Ⅴ　

書
評
、
総
評
、
新
刊
紹
介

「
エ
ト
ム
ン
ト
・
フ
ッ
サ
ー
ル
『
空
想
、
形
象
意
識
、
想
起
』"H

u
sserlian

a B
d.X

V
III"

」、『
美
学
』
第
１
２
６
号
、
一
九
八
一
年
九
月

「
オ
イ
ゲ
ン
・
フ
ィ
ン
ク
『
ヘ
ー
ゲ
ル
』」、『
週
刊
読
書
人
』、
一
九
八
七
年
一
一
月

「『
哲
学
』
収
穫
と
動
向

―
88
年
年
末
回
顧

―
」、『
週
刊
読
書
人
』、
一
九
八
八
年
一
二
月

「
鷲
田
清
一
『
分
散
す
る
理
性
』」、『
週
刊
読
書
人
』、
一
九
八
九
年
六
月

「
高
橋
哲
哉
『
逆
光
の
ロ
ゴ
ス
』」、『
週
刊
読
書
人
』、
一
九
九
二
年
八
月　

「
ミ
シ
ェ
ル
・
ア
ン
リ
『
精
神
分
析
の
系
譜
』」、『
週
刊
読
書
人
』、
一
九
九
三
年
七
月

「
ク
ラ
ウ
ス
・
ヘ
ル
ト
『
現
象
学
の
最
前
線
』」、『
週
刊
読
書
人
』、
一
九
九
四
年
七
月

「
J-

L
・
マ
リ
オ
ン
『
還
元
と
贈
与
』」、『
週
刊
読
書
人
』、
一
九
九
五
年
三
月

「
E
・
フ
ッ
サ
ー
ル
『
現
象
学
の
理
念
』」、『
週
刊
読
書
人
』、
一
九
九
七
年
八
月

「
松
尾 

正
『
存
在
と
他
者
』」、『
九
州
神
経
精
神
医
学
』
第
43
巻 

第
3
〜
4
号
、
一
九
九
七
年
一
二
月

「
中
村
雄
二
郎
『
述
語
的
世
界
と
制
度
』」、『
週
刊
読
書
人
』、
一
九
九
八
年
九
月

「
長
滝
祥
司
『
知
覚
と
こ
と
ば
』」、『
図
書
新
聞
』、
一
九
九
九
年
七
月

「
河
村
次
郎
『
時
間
・
空
間
・
身
体
』」、『
週
刊
読
書
人
』、
一
九
九
九
年
七
月

「
実
川
敏
夫
『
メ
ル
ロ
＝
ポ
ン
テ
ィ　

超
越
の
根
源
相
』」、『
週
刊
読
書
人
』、
二
〇
〇
一
年
三
月

「
新
田
義
弘
『
世
界
と
生
命
』」、『
週
刊
読
書
人
』、
二
〇
〇
一
年
一
一
月

「
加
國
尚
志
『
自
然
の
現
象
学
』」、『
週
刊
読
書
人
』、
二
〇
〇
二
年
六
月

「
斎
藤
慶
典
『
フ
ッ
サ
ー
ル　

起
源
へ
の
哲
学
』」、『
図
書
新
聞
』、
二
〇
〇
二
年
七
月



一
五

谷 

徹
教
授　

略
歴　

主
要
著
書
・
論
文
目
録

「
デ
ィ
デ
ィ
エ
・
フ
ラ
ン
ク
『
現
象
学
を
超
え
て
』」、『
週
刊
読
書
人
』、
二
〇
〇
三
年
七
月

「
長
滝
祥
司
編
『
現
象
学
と
二
十
一
世
紀
の
知
』」、『
週
刊
読
書
人
』、
二
〇
〇
五
年
四
月

「
中
敬
夫
『
自
然
の
現
象
学

―
時
間
・
空
間
の
論
理
』」、『
フ
ラ
ン
ス
哲
学
・
思
想
研
究
』、
二
〇
〇
五
年

「
山
口
一
郎
『
存
在
か
ら
生
成
へ
』」、『
週
刊
読
書
人
』、
二
〇
〇
六
年
二
月

「
誤
訳
問
題
に
あ
ら
ず

―
山
口
一
郎
氏
の
論
に
対
し
て

―
」、『
週
刊
読
書
人
』、
二
〇
〇
六
年
三
月

「
鷲
田
清
一
『「
待
つ
」
と
い
う
こ
と
』」、『
週
刊
読
書
人
』、
二
〇
〇
六
年
一
〇
月

「
ヤ
ン
・
パ
ト
チ
カ
『
歴
史
哲
学
に
つ
い
て
の
異
端
的
論
考
』」、『
週
刊
読
書
人
』、
二
〇
〇
七
年
一
一
月

「
貫
成
人
『
真
理
の
哲
学
』」、『
週
刊
読
書
人
』、
二
〇
〇
八
年
五
月

「
藤
野
寛
氏
の
書
評
に
対
し
て
」、『
週
刊
読
書
人
』、
二
〇
〇
八
年
一
二
月

「
新
田
義
弘
『
思
惟
の
道
と
し
て
の
現
象
学
』」、『
図
書
新
聞
』、
二
〇
一
〇
年
四
月

「
榊
原
哲
也
著
『
フ
ッ
サ
ー
ル
現
象
学
の
生
成
﹇
方
法
の
成
立
と
展
開
﹈』」、『
実
存
思
想
論
集
』X

X
V

I

、
二
〇
一
一
年
六
月

「
エ
ン
ツ
ォ
・
パ
ー
チ
『
関
係
主
義
的
現
象
学
へ
の
道
』」、『
図
書
新
聞
』、
二
〇
一
二
年
二
月

「
酒
井
潔
・
佐
々
木
能
章
・
長
綱
啓
典
編
『
ラ
イ
プ
ニ
ッ
ツ
読
本
』」、『
週
刊
読
書
人
』、
二
〇
一
三
年
五
月

Ⅵ　

報
告

「
ド
イ
ツ
の
現
在
の
哲
学
的
状
況
」、『
週
刊
読
書
人
』、
一
九
九
〇
年
一
〇
月　

「
１
９
９
９
年
度　

大
会
講
演
会
報
告
」、『
日
本
デ
ィ
ル
タ
イ
協
会
会
報　

№
28
』、
二
〇
〇
〇
年
三
月

「
暴
力
と
歓
待

―
マ
ー
テ
ィ
ン
・
ジ
ェ
イ
、
キ
ャ
サ
リ
ン
・
ギ
ャ
ラ
ガ
ー
講
演
会
の
報
告

―
」、『
読
書
人
』、
二
〇
〇
五
年
一
一
月

「
海
外
事
情
：
ウ
ィ
ー
ン
の
カ
フ
ェ
か
ら
欧
州
三
都
物
語
」、『
現
象
学
年
報
』
25
号
、
二
〇
〇
九
年
一
一
月

Ⅶ　

総
説
お
よ
び
解
説

「
フ
ッ
サ
ー
ル
と
ハ
イ
デ
ガ
ー
」、『
数
学
セ
ミ
ナ
ー
』、
一
九
九
二
年
三
月　

「
哲
学
入
門
者
の
た
め
の
基
本
用
語
解
説
」、『
哲
学
が
わ
か
る
。』、
一
九
九
五
年
二
月

「
世
界
と
現
代
思
想
」、『S

atya 34

』、
一
九
九
九
年
四
月



一
六

「
現
代
哲
学
の
キ
ー
ワ
ー
ド
」、『
現
代
哲
学
が
わ
か
る
。』、
二
〇
〇
二
年
一
月　

「
哲
学
者
の
歩
ん
だ
み
ち　

フ
ッ
サ
ー
ル
」「
哲
学
に
ふ
れ
る
基
本
用
語
事
典
」、『
新
版　

哲
学
が
わ
か
る
。』、
二
〇
〇
三
年
一
二
月

「
現
代
思
想
の
古
典　

フ
ッ
サ
ー
ル
『
デ
カ
ル
ト
的
省
察
』」、『
現
代
思
想
』
臨
時
増
刊
号
、
二
〇
〇
四
年
九
月

「
思
想
の
言
葉

―
現
象
学
と
突
破

―
」、『
思
想
』、
二
〇
〇
四
年
一
二
月

「
解
説
に
代
え
て

―
あ
い
だ
へ
の
招
待

―
」、
木
村
敏
著
『
あ
い
だ
』、
二
〇
〇
五
年
九
月　

「
解
説
」、（
新
田
義
弘
著
『
現
象
学
と
解
釈
学
』、
二
〇
〇
六
年
八
月

「「
主
体
性
」
の
消
滅
？
」、『
鯱
光
』
第
５
８
２
号
、
二
〇
〇
六
年
九
月

「
亡
命
哲
学
者
た
ち

―
ニ
ュ
ー
ス
ク
ー
ル
」、『
哲
学
の
歴
史 

第
10
巻 

危
機
の
時
代
の
哲
学
：
20
世
紀
Ⅰ
：
現
象
学
と
社
会
批
判
』、
二
〇
〇
八
年
三
月

「
書
物
が
私
を
作
っ
た
」、『
哲
学
の
歴
史　

別
巻
』、
二
〇
〇
八
年
八
月

「
回
想

―
近
さ
と
遠
さ
」、『
渡
邊
二
郎
著
作
集
』
第
11
巻
月
報
6
、
二
〇
一
一
年
三
月

「
七
九
九
年
の
河
の
流
れ　

鴨
長
明
『
方
丈
記
』」、『
現
代
思
想　

総
特
集　

震
災
以
後
を
生
き
る
た
め
の
50
冊
』
7
月
臨
時
増
刊
号　

V
ol. 39-9

、
二
〇
一
一
年
六
月

「
フ
ッ
サ
ー
ル
の
問
い
は
終
わ
ら
な
い
」、
Ｅ
・
フ
ッ
サ
ー
ル
著
、
船
橋
弘
訳
『
フ
ッ
サ
ー
ル　

デ
カ
ル
ト
的
省
察
』、
二
〇
一
五
年
一
一
月

「『
現
象
学
』
新
田
義
弘
著
」、『
わ
た
し
が
選
ん
だ
こ
の
一
冊
』、
二
〇
一
九
年
六
月

Ⅷ　

雑
誌
編
集
お
よ
び
序
論

R
eview

 of Japan
ese C

u
ltu

re an
d

 S
ociety V

ol.V
II – E

n
cou

n
ter w

ith
 th

e O
th

er: P
h

ilosoph
ical P

erspectives from
 Japan

 an
d

 th
e W

est, C
en

ter for In
ter-

C
u

ltu
ral S

tu
dies an

d E
du

cation
, Josai U

n
iversity; 

城
西
大
学
国
際
文
化
教
育
セ
ン
タ
ー
、
一
九
九
五
年
一
二
月

R
eview

 of Japan
ese C

u
ltu

re an
d

 S
ociety V

ol.X
I &

 X
II – V

iolen
ce in

 th
e M

od
ern

 W
orld

（S
pecial Issu

e

）, C
en

ter for In
ter-C

u
ltu

ral S
tu

dies an
d 

E
du

cation
, Josai U

n
iversity; 

城
西
大
学
国
際
文
化
教
育
セ
ン
タ
ー
、
二
〇
〇
〇
年
一
二
月

Ⅸ　

対
論
・
討
論
・
鼎
談
・
座
談
会
・
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー

「
現
象
学
と
『
暴
力
』　

高
橋
哲
哉 

vs 

谷　

徹
」、『
理
性
と
暴
力

―
現
象
学
と
人
間
科
学

―
』、
一
九
九
七
年
五
月　

「
現
象
学
の
現
在
と
未
来

―
現
象
学
の
可
能
性

―
」、『
フ
ッ
サ
ー
ル
を
学
ぶ
人
の
た
め
に
』、
二
〇
〇
〇
年
一
〇
月

「
鼎
談　

ア
ク
チ
ュ
ア
リ
テ
ィ
と
ヴ
ァ
ー
チ
ュ
ア
リ
テ
ィ
の
関
係
を
め
ぐ
っ
て　

木
村
敏
・
谷 

徹
・
斎
藤
慶
典
」、『
講
座 

生
命 2004 vol.7

』、
二
〇
〇
四
年
一
二
月



一
七

谷 

徹
教
授　

略
歴　

主
要
著
書
・
論
文
目
録

「
間
文
化
現
象
学
と
い
う
〈
実
践
〉　

谷
徹
＋
松
葉
祥
一
」、『
現
代
思
想
』vol.38-7

、
二
〇
一
〇
年
五
月

「
シ
ヴ
ィ
ラ
イ
ゼ
ー
シ
ョ
ン
と
哲
学　

鷲
田
清
一
×
谷
徹
」、『
文
明
と
哲
学
』
日
独
文
化
研
究
所
年
報
第
3
号
（
日
独
文
化
研
究
所
）、
二
〇
一
〇
年
一
一
月

「
知
の
ア
ト
リ
エ
を
求
め
て
」、『
知
の
ア
ト
リ
エ
を
求
め
て

―
立
命
館
土
曜
講
座
３
０
０
０
回
記
念

―
』、
二
〇
一
一
年
一
〇
月

「「
も
の
」
と
「
か
た
り
」
の
物
語
り
」、『
文
明
と
哲
学
』
日
独
文
化
研
究
所
年
報
6
号
（
日
独
文
化
研
究
所
）、
二
〇
一
四
年
三
月

「
谷
徹
氏
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
『
文
明
と
哲
学
』

―
こ
と
ば
の
力
を
使
い
な
が
ら
、
未
来
、
す
な
わ
ち
ま
だ
来
て
い
な
い
も
の
に
対
す
る
道
を
準
備

―
時
間
的
な
「
あ
い
だ
」
と
い

う
こ
と
が
よ
り
鮮
明
に
見
え
て
く
る
よ
う
な
「
と
」
を
実
現
し
た
い
」、『
図
書
新
聞
』、
二
〇
一
五
年
七
月

Ⅹ　

学
会
・
研
究
会
等
に
お
け
る
口
頭
発
表
・
講
演
・
コ
メ
ン
テ
ー
タ
ー
・
司
会

「
超
越
論
的
概
念
と
し
て
の
生
活
世
界
」、
於
・
日
本
現
象
学
会
第
6
回
大
会
、
一
九
八
四
年
九
月

「
経
験
的
な
も
の
と
超
越
論
的
な
も
の
」、
於
・
第
9
回
現
象
学
解
釈
学
研
究
会
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
、
一
九
八
六
年
一
〇
月　

「
内
観
」、
於
・
東
京
都
精
神
医
学
総
合
研
究
所
現
象
学
ゼ
ミ
ナ
ー
ル
、
一
九
八
七
年
二
月　

「
反
省
と
言
語
」、
於
・
東
京
都
精
神
医
学
総
合
研
究
所
現
象
学
ゼ
ミ
ナ
ー
ル
、
一
九
八
七
年
六
月　

「
夢
の
現
象
学
」、
於
・
東
京
都
精
神
医
学
総
合
研
究
所
現
象
学
ゼ
ミ
ナ
ー
ル
、
一
九
八
八
年
一
〇
月　

「
原
故
郷
と
異
他
世
界
」、
於
・
文
部
省
科
学
研
究
費
総
合
研
究
グ
ル
ー
プ
、
一
九
九
一
年
一
一
月　

"Facticity an
d its G

rou
n

d – th
e P

ossibility of a M
eon

tic M
etaph

ysics – ", at A
m

erican
/Japan

ese P
h

en
om

en
ology C

on
feren

ce 1992, 

一
九
九
二
年
一
〇

月

「
現
象
学
と
現
代
の
自
然
哲
学
」、
於
・
第
15
回
現
象
学
解
釈
学
研
究
会
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
（
八
王
子
・
大
学
セ
ミ
ナ
ー
ハ
ウ
ス
）、
一
九
九
二
年
一
一
月

「
フ
ッ
サ
ー
ル
現
象
学
と
目
的
論
」、
於
・
日
本
現
象
学
会
第
16
回
研
究
会
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
（
神
戸
大
学
）、
一
九
九
四
年
一
一
月

"T
h

ree P
h

en
om

en
ological P

erspectives of T
im

e", at N
ew

 S
ch

ool for S
ocial R

esearch
, 

一
九
九
四
年
一
一
月

「
三
つ
の
現
象
学
的
時
間
論
」、
於
・
三
田
哲
学
会
、
一
九
九
四
年
一
二
月

「
現
象
学
と
歴
史
」、
於
・
解
釈
学
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
（
鳥
羽
）、
一
九
九
五
年
三
月

「
現
象
学
と
間
文
化
性
」、
於
・
国
際
高
等
研
究
所
基
礎
研
究
〈
哲
学
〉
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
「
イ
ン
タ
ー
カ
ル
チ
ャ
ー
世
界
の
構
造
」、
一
九
九
五
年
四
月　

「
現
象
学
成
立
の
時
代
背
景
」、
於
・
実
存
思
想
協
会-

ド
イ
ツ
観
念
論
研
究
会-

合
同
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
「
ヘ
ー
ゲ
ル
と
ハ
イ
デ
ッ
ガ
ー
の
間
」（
早
稲
田
大
学
）、
一
九
九
五
年
九
月

「
フ
ッ
サ
ー
ル
現
象
学
と
世
代
性
」、
於
・
現
象
学
社
会
科
学
会
（
早
稲
田
大
学
）、
一
九
九
五
年
一
一
月

"M
äh

ren
 u

n
d W

eltall – drei P
roblem

e der gegen
w

ärtigen
 P

h
än

om
en

ologie – ", at In
stitu

te of T
h

eoretical S
tu

dies, C
h

arles U
n

iversity, 

一
九
九
六
年



一
八

一
二
月

"T
h

e P
h

ysis of C
on

sciou
sn

ess an
d M

etaph
ysics" at th

e P
h

en
om

en
ological C

on
feren

ce on
 S

elf-A
w

aren
ess, T

em
porality an

d A
lterity, C

open
h

agen
 

U
n

iversity, 

一
九
九
六
年
一
二
月

"N
atu

r u
n

d In
terku

ltu
ralität" at IIA

S
-G

IP
 In

tern
ation

al S
ym

posiu
m

, "D
ie S

tru
ktu

r der in
terku

ltu
rellen

 W
elt", 

於
・
国
際
高
等
研
究
所
、
一
九
九
七
年
二

月

「
な
ぜ
時
間
な
の
か

―
現
象
学
の
射
程
と
限
界

―
」、
於
・
東
北
大
学
、
一
九
九
七
年
三
月

「『
真
理
』
の
差
異
化
と
『
生
』
の
差
異
化
」、於
・
第
21
回
現
象
学
解
釈
学
研
究
会
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
「
生
命
と
他
者

―
ポ
ス
ト
モ
ダ
ン
状
況
に
お
け
る
現
象
学
と
精
神
医
学

―
」、

一
九
九
八
年
一
一
月

「
オ
ー
ト
ポ
イ
エ
ー
シ
ス
と
現
象
学
」、
於
・
駒
場
哲
学
協
会
２
０
０
２
年
春
期
フ
ォ
ー
ラ
ム
・
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
「
認
知
科
学
と
現
象
学
」（
東
京
大
学
・
駒
場
）、
二
〇
〇
二
年
三

月

「
間
違
い
だ
ら
け
の
現
象
学
書
？
」、
於
・
東
西
哲
学
研
究
会
（
学
士
会
館
本
館
）、
二
〇
〇
三
年
七
月

「
突
破
と
暴
力
」、
於
・
哲
学
懇
談
会
第
1
回
（
東
洋
大
学
）、
二
〇
〇
四
年
七
月

共
同
司
会
（
谷 

徹
・
内
海
健
）：（
提
題
：
津
田
均
・
廣
瀬
浩
司
・
加
藤
敏
・
坂
部
恵
：
コ
メ
ン
テ
ー
タ
ー
：
木
村
敏
・
野
家
啓
一
）、
於
・
第
4
回
河
合
臨
床
哲
学
シ
ン
ポ
ジ
ウ

ム
「
越
境
す
る
身
体
」、（
国
立
博
物
館
平
成
館
）、
二
〇
〇
四
年
一
一
月

"P
h

en
om

en
ology of P

erception
, Im

age an
d L

an
gu

age" at S
eou

l U
n

iversity, 

二
〇
〇
五
年
九
月

"O
n

 th
e C

on
dition

s for P
ossibility of A

id
agara

（B
etw

een
-n

ess

）" at th
e K

orean
 S

ociety for P
h

en
om

en
ology at S

eou
l U

n
iversity,　

二
〇
〇
五
年
九
月

共
同
司
会
（
木
村
敏
・
谷 

徹
）：（
提
題
：
新
田
義
弘
・
山
形
賴
洋
・
鈴
木
國
文
・
内
海
健
：
コ
メ
ン
テ
ー
タ
ー
：
坂
部
恵
・
津
田
均
）、
於
・
第
5
回
河
合
臨
床
哲
学
シ
ン
ポ
ジ

ウ
ム
「
気
分
の
現
象
学
と
病
理
」、（
国
立
博
物
館
平
成
館
）、
二
〇
〇
五
年
一
二
月

「「
主
体
性
」
の
消
滅
？
」、
於
・
東
京
鯱
光
会
月
例
会
（
グ
ラ
ン
ド
ア
ー
ク
半
蔵
門
）、
二
〇
〇
六
年
七
月

共
同
司
会
（
谷 

徹
・
津
田
均
）：（
提
題
：
木
村
敏
・
大
橋
良
介
・
藤
山
直
樹
・
浜
渦
辰
二
：
コ
メ
ン
テ
ー
タ
ー
：
坂
部
恵
・
内
海
健
）、
於
・
第
6
回
河
合
臨
床
哲
学
シ
ン
ポ
ジ

ウ
ム
「〈
か
た
り
〉
の
虚
と
実
」、（
国
立
博
物
館
平
成
館
）、
二
〇
〇
六
一
二
月

共
同
司
会
（
木
村
敏
・
谷 

徹
）：（
提
題
：
渡
辺
哲
夫
・
河
本
英
夫
・
北
山
修
・
坂
部
恵
：
コ
メ
ン
テ
ー
タ
ー
：
内
海
健
・
斎
藤
慶
典
）、
於
・
第
7
回
河
合
臨
床
哲
学
シ
ン
ポ
ジ

ウ
ム
「〈
作
る
こ
と
〉
と
〈
作
り
ご
と
〉」、（
国
立
博
物
館
平
成
館
）、
二
〇
〇
七
年
一
二
月

"S
en

se as S
en

din
g", 

於
・
日
仏
共
同
哲
学
研
究
会
「
オ
ン
ト
ロ
ジ
ー
と
現
象
学
」、（
慶
應
義
塾
大
学
）、
二
〇
〇
八
年
七
月

"S
in

n
 u

n
d G

ew
alt", W

ork S
h

op "P
h

än
om

en
ologie u

n
d G

ew
al" at In

stitu
t fü

r die W
issen

sch
aften

 vom
 M

en
sch

en
, W

ien
, 

二
〇
〇
八
年
一
〇
月

"T
ran

szen
den

z u
n

d M
ediu

m
" at W

orksh
op "P

h
än

om
en

ologie der T
ran

szen
den

zerfah
ru

n
g", O

tterth
al, Ö

sterreich
, 

二
〇
〇
九
年
四
月



一
九

谷 

徹
教
授　

略
歴　

主
要
著
書
・
論
文
目
録

"T
h

e U
n

iqu
en

ess of th
e W

orld" at th
e U

n
it for in

terdisciplin
ary an

d in
tercu

ltu
ral R

esearch
 of th

e U
n

iversity of V
ien

n
a, "In

tercu
ltu

ral P
h

ilosoph
y 

an
d C

h
in

ese M
edicin

e", In
stitu

t fü
r W

issen
sch

aft u
n

d K
u

n
st, W

ien
, 

二
〇
〇
九
年
五
月

"P
h

än
om

en
ologie der in

terku
ltu

rellen
 K

risis" at B
ergisch

e U
n

iversität W
u

ppertal, W
u

ppertal, D
eu

tsch
lan

d, 

二
〇
〇
九
年
五
月

"K
u

ltu
r–L

eben
–W

elt: P
h

än
om

en
ologisch

e G
ru

n
dbegriffe zw

isch
en

 O
st u

n
d W

est", at U
n

iversität W
ü

rzbu
rg, "Iden

tität – D
ifferen

z, S
elbsth

eit – 

F
rem

dh
eit, In

terk
u

ltu
relle u

n
d globale H

erau
sfordeu

n
gen

, P
h

ilosoph
isch

e A
n

n
äh

ru
n

gen
", G

esellsch
aft fü

r in
terk

u
ltu

relle P
h

ilosoph
ie, 

二
〇
〇
九
年
七
月
、（
第
二
回
間
文
化
現
象
学
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
・
立
命
館
大
学
に
て
再
読
、
二
〇
一
〇
年
一
月
）

"P
h

än
om

en
ologie u

n
d die K

risis der In
terku

ltu
ralität", at L

ju
bljan

a, S
loven

ska m
atica, "In

terku
ltu

ralität – A
lterität – F

rem
dh

eit"

（In
štitu

t N
ove 

revije, zavod za h
u

m
an

istiko in
 F

en
om

en
ološko dru

štvo v L
ju

bljan
i

）, 

二
〇
〇
九
年
九
月

「
時
に
思
索
」、
於
・
河
合
臨
床
哲
学
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
（
中
央
大
学
駿
河
台
記
念
館
）、
二
〇
〇
九
年
一
二
月

"O
stasiatisch

es u
n

d eu
ropäisch

es D
en

ken
 in

 der ekstatisch
en

 S
tru

ktu
r des P

h
än

om
en

s",

「
從
東
亞
的
視
角
談
跨
文
化
哲
學
」
德
語
工
作
坊W

orksh
op: 

T
ran

sku
ltu

relles P
h

ilosoph
ieren

 au
s ostasiatisch

er S
ich

t,

（
中
山
大
学
、
高
雄
・
台
湾
）、
二
〇
一
〇
年
一
二
月

"A
 P

h
en

om
en

ological A
pproach

 to In
tercu

ltu
rality", th

e 4th
 In

tern
ation

al C
on

feren
ce of P.E

.A
.C

E

（P
h

en
om

en
ology for E

ast A
sin

an
 C

erclE

）,　
（
中

山
大
学
、
高
雄
・
台
湾
）、
二
〇
一
〇
年
一
二
月

"L
ife an

d th
e L

ife-w
orld in

 C
risis", IV

 O
P

O
 M

eetin
g,

（O
rgan

ization
 of P

h
en

om
en

ological O
rgan

ization
s

）, K
eyn

ote S
peech

 at IE
 U

n
iversidad, 

S
egovia, S

pain
, 

二
〇
一
一
年
九
月 

「
間
文
化
現
象
学

―
日
中
欧
の
文
化
的
混
血
の
な
か
で
」、
於
・
第
3
回
日
中
哲
学
フ
ォ
ー
ラ
ム
「
日
中
の
哲
学
者
は
現
代
と
世
界
を
ど
う
捉
え
る
か
」、（
日
本
哲
学
会
・
中
国

社
会
科
学
院
哲
学
研
究
所
）、（
慶
應
義
塾
大
学
、
日
吉
キ
ャ
ン
パ
ス
）、
二
〇
一
一
年
一
一
月

共
同
司
会
（
内
海
健
・
谷 

徹
）：（
シ
ン
ポ
ジ
ス
ト
：
村
上
靖
彦
・
柴
山
雅
俊
・
川
瀬
雅
也
・
花
村
誠
一
、
コ
メ
ン
テ
ー
タ
ー
：
野
家
啓
一
・
津
田
均
）、
於
・「
第
11
回
臨
床
哲
学

シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム

―
他
者
の
諸
位
相
、
多
性
の
諸
位
相

―
」、（
鉄
門
記
念
講
堂
）、
二
〇
一
一
年
一
二
月

共
同
司
会
（
内
海
健
・
谷 

徹
）：（
シ
ン
ポ
ジ
ス
ト
：
木
村
敏
・
鷲
田
清
一
、
コ
メ
ン
テ
ー
タ
ー
：
野
家
啓
一
・
鈴
木
國
文
・
兼
本
耕
祐
・
出
口
康
夫
）、
於
・「
第
12
回
臨
床
哲
学

シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム

―
臨
床
哲
学
と
は
何
か

―
」、（
鉄
門
記
念
講
堂
）、
二
〇
一
二
年
一
二
月 

"D
ie P

h
än

om
en

alisieru
n

g der K
u

ltu
r", P

h
ilosoph

isch
e K

on
zeption

en
 von

 R
au

m
 u

n
d S

elbst – E
in

 deu
tsch

-japan
isch

es S
ym

posiu
m

, 

於
・
関
西
学
院
大

学
・
上
ヶ
原
キ
ャ
ン
パ
ス
、
二
〇
一
三
年
三
月

"U
tsu

sh
i, S

h
iru

sh
i an

d M
ediation

 – th
e ph

ilosoph
y of S

ak
abe M

egu
m

i –", S
P

E
P

 52
（52

n
d M

eetin
g of th

e S
ociety for P

h
en

om
en

ology an
d 

E
xisten

tial P
h

ilosoph
y

）, at H
ilton

 E
u

gen
e an

d C
on

feren
ce C

en
ter E

u
gen

e, 

二
〇
一
三
年
一
〇
月
、（
中
山
大
学
で
再
読
、
二
〇
一
九
年
一
一
月
）

コ
メ
ン
テ
ー
タ
ー
（
谷 

徹
・
内
海
健
・
榊
原
哲
也
・
津
田
均
）：（
シ
ン
ポ
ジ
ス
ト
：
木
村
敏
・
野
家
啓
一
、
共
同
司
会
：
鈴
木
國
文
・
浜
渦
辰
二
）、
於
「
第
13
回
臨
床
哲
学
シ



二
〇

ン
ポ
ジ
ウ
ム

―
臨
床
哲
学
と
は
何
か
Ⅱ

―
」、（
鉄
門
記
念
講
堂
）、
二
〇
一
三
年
一
二
月

パ
ネ
リ
ス
ト
（
石
原
孝
二
・
向
谷
地
生
良
・
谷 

徹
）、
於
・「
当
事
者
研
究
の
現
象
学
（
4
）　

ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
2
：
当
事
者
研
究
と
現
象
学
／
現
象
学
的
実
践
と
し
て
の
当
事

者
研
究
」、（
東
京
大
学
・
駒
場
）
18
号
館
ホ
ー
ル
、
二
〇
一
三
年
一
二
月

R
ou

n
dtable: T

h
e F

u
tu

re of P
h

en
om

en
ology in

 E
ast A

sia

（M
oderator: K

w
ok-yin

g L
au

, S
peakers: N

am
-In

 L
ee, T

oru
 T

an
i, K

u
an

-M
in

 H
u

an
g, 

X
ian

gh
on

g Fan
g

）, at th
e C

h
in

ese U
n

iversity H
on

g K
on

g, 

二
〇
一
四
年
五
月

"Z
w

isch
en

 u
n

d B
egegn

u
n

g – im
 Z

u
sa

m
m

en
h

a
n

g m
it M

egu
m

i S
A

K
A

B
E

s In
terp

reta
tion

 d
er M

od
ern

e", D
isk

u
rse d

er M
od

ern
e/n

 a
u

s 

in
terku

ltu
rell-tran

sku
ltu

reller P
erspektive, X

X
III. D

eu
tsch

er K
on

gress fü
r P

h
ilosoph

ie

（D
eu

tsch
e G

esellsch
aft fü

r P
h

ilosoph
ie

）, am
 S

ch
loß, 

W
estfälisch

e W
ilh

elm
s-U

n
iversität M

ü
n

ster, 

二
〇
一
四
年
九
月

P
odiu

m
: "H

eidegger in
terku

ltu
rell? ", T

oru
 T

an
i, G

eorg S
ten

ger, H
elm

u
t V

etter, M
oderator: M

artin
 R

oss, IW
G

 U
n

iverstiät W
ien

, 

二
〇
一
四
年
一
〇
月

"S
ein

, E
rsch

ein
en

 u
n

d K
u

ltu
r", P

h
än

om
en

ologisch
e F

orsch
u

n
gen

（V
ortragsreih

e

）, U
n

iversität W
ien

, 

二
〇
一
五
年
一
月

"P
h

än
om

en
alisieru

n
g der K

u
ltu

r", P
h

än
om

en
ologisch

e F
orsch

u
n

gen

（W
orksh

op

）, U
n

iverstät W
ien

, 

二
〇
一
五
年
一
月

"T
h

e K
aizo A

rticles an
d th

e "tran
slation

" of ph
en

om
en

ology", "h
u

m
ilitas &

 h
u

m
an

itas, L
ettu

re filosofich
e in

 A
m

brosian
a, A

ttu
alità della crisi 

delle scien
ze eu

ropee", "D
a R

in
n

ovam
en

to. P
roblem

a e m
etodo" di E

dm
u

n
d H

u
sserl", V

en
eran

da B
ibliotech

a A
m

brosian
a, M

ilan
o, 

二
〇
一
五
年

二
月

"A
w

ai – th
e Japan

ese con
cept of betw

een
n

ess", T
h

e W
orksh

op of "P
h

en
om

en
ology an

d O
rien

tal P
h

ilosoph
y", T

h
e In

stitu
te of P

h
en

om
en

ology of 

S
u

n
 Yat-sen

 U
n

iversity, G
u

an
gzh

ou
, C

h
in

a, 

二
〇
一
五
年
四
月

総
合
司
会
：（
シ
ン
ポ
ジ
ス
ト
：
和
田
信
、
金
森
修
、
深
尾
憲
二
郎
、
大
橋
良
介
、
コ
メ
ン
テ
ー
タ
ー
：
内
海
健
、
野
家
啓
一
、
全
体
討
論
：
木
村
敏
）、
於
・
第
15
回
河
合
臨
床

哲
学
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
「
生
き
ら
れ
る
死
」、（
鉄
門
記
念
講
堂
）、
二
〇
一
五
年
一
二
月

「
媒
体
性
の
現
象
学
的
形
而
上
学
」、
於
・
土
井
道
子
記
念
京
都
哲
学
基
金
「
形
而
上
学
と
現
象
学
」（
京
都
ガ
ー
デ
ン
パ
レ
ス
）、
二
〇
一
六
年
九
月

「
身
体
、媒
体
、あ
い
だ
」（"B

ody, M
ediu

m
, In

-B
etw

een
"

）、於
・「
移
し
渉
り
：Ü

bergän
ge, T

ran
sition

s

」, 4th
 C

on
feren

ce of th
e E

u
ropean

 N
etw

ork of Japan
ese 

P
h

ilosoph
y, U

n
iversität H

ildesh
eim

, 

二
〇
一
八
年
九
月

「
人
称
と
文
化
」（
中
国
語
訳
「
人
称
與
文
化
」）、
於
・
第
二
十
四
届
中
国
現
象
学
会
年
会
（
中
国
現
象
学
会
、
浙
江
大
学
現
象
学
與
心
性
研
究
中
心
、
浙
江
大
学
哲
学
系
）、（
之

江
飯
店
会
議
中
心
、
中
国
・
杭
州
市
）、
二
〇
一
九
年
一
〇
月



二
一

谷 

徹
教
授　

略
歴　

主
要
著
書
・
論
文
目
録

Ⅺ　

そ
の
他

「
バ
ー
ン
ス
タ
イ
ン
教
授
夫
妻
を
迎
え
て
」、『
国
際
文
化
教
育
セ
ン
タ
ー
季
報
』N

o.15

、
一
九
九
四
年
七
月

「『
手
す
り
な
き
思
考
』
刊
行
に
あ
た
っ
て
」、『
国
際
文
化
教
育
セ
ン
タ
ー
季
報
』N

o.28

、
一
九
九
八
年
七
月

「
国
際
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
『
暴
力
の
現
在
』
を
終
え
て
」、『
国
際
文
化
教
育
セ
ン
タ
ー
季
報
』N

o.33

、
二
〇
〇
〇
年
一
月

「
一
期
無
会
と
一
期
二
会
の
間
で
」、『
中
村
雄
二
郎
著
作
集
』
第
二
期
VI 

月
報
8
、
二
〇
〇
〇
年
一
二
月

国
際
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
「
多
元
化
す
る
世
界
と
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
」、
於
・
城
西
大
学
、
一
九
九
四
年
五
月　

国
際
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
「
暴
力
の
現
在
」、
於
・
城
西
国
際
大
学
、
一
九
九
九
年
一
〇
月

「
執
筆
ノ
ー
ト
『
こ
れ
が
現
象
学
だ
』」、『
三
田
評
論
』N

o.1056

、
二
〇
〇
三
年
四
月

「
ベ
ル
ク
ガ
ッ
セ
19
番
地
を
訪
ね
て
」、『
フ
ロ
イ
ト
全
集　

第
16
巻
』・『
月
報
14
』、
二
〇
一
〇
年
三
月

「
ヴ
ッ
パ
ー
タ
ー
ル
の
出
会
い
、
京
都
の
別
れ
」、『
理
解
と
独
創
の
人　

山
形
頼
洋
の
思
い
出
』
非
売
品
、
二
〇
一
一
年
一
月

"D
oin

g P
h

en
om

en
ology T

ogeth
er in

 D
ifferen

t W
ays" in

 In
vestigacion

es F
en

om
en

ológicas, S
ociedad E

spañ
ola de F

en
om

en
ológía, 

二
〇
一
八
年
三
月




